
　「昭和48年　大渇水　134日に及ぶ減断水」  昭和48年（1973年）

　昭和48年の7月から8月の降雨は、「前年の6％」にとどまり、6月20日に第1次給水
制限を実施して以来、全面解除するまで134日に及ぶ減断水を余儀なくされた。
　マスコミは、これを形容して「松江砂漠」といった。
　当時、自己水源は忌部水系（千本ダム・大谷ダム）で3万㎥/日、深町水系（深町
池・菅田池）で3千㎥/日の合計3万3千㎥/日を、県受水は飯梨水系（布部ダム）で1万
2千㎥/日を確保し、全体で4万5千㎥/日の給水に備えていた。
　6月20日～第1次給水制限（給水量約20％カット）
　7月19日～第2次給水制限（給水量約30％カット）
　7月26日～第3次給水制限（給水量約50％カット）
　9月6日から飯梨系灌漑用水減により県受水増量・・・徐々に制限を緩和
　11月1日　全面解除

　


